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 観察対象とした期間は、数学・物理学者 Maxwell により提示された「電気と磁気の相互
作用による電磁波の存在予測」の構想が固まったと言われる 1864 年から、ワシントン万
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1-1-1 Maxwell 
 英国の King’s college 大学自然哲学教授 Maxwell によって 1864 年に電磁波の空間伝播
速度が光と同じであることが理論式の定式化によって発見され、「光は電磁波である」と
題された論文を含む論文集が 1866 年までに発表された。 










 1885 年から 88 年にかけて、綿密で詳細に計画された一連の実験によって、ドイツの物
理学者Hertzがそれまでよく知られていた近隣効果としての電磁誘導効果よりもはるかに
離れた場所で電磁効果が観察できることを金属環の空隙に火花が誘起されることを示すこ
とによって明らかにした。これが Hertz による人類初めての電磁波の存在確認となった。 
1-1-3 Branly 





Hertz の発見した電磁波（当時は Hertz 波とも呼ばれていた。）を高感度で検出するため
の電波導体（radio-conducteur）を開発した。これが後に英国で Lodge によってコヒーラ





に電磁波理論を啓蒙した。この本がベストセラーとなり、1907 年にはその第 3 版にあた




結実するのはさらに 20 年以上後のこととなる。 
 
 









その同僚の Roger だった。彼らの実験は 1895 年から 1897 年にかけて、パンテオンとエ
ッフェル塔間で行われた。 






 Marconi の無線電信通信実験に 2 年先立つ 1894 年にフランスで初めて無線電信通信実
験を試みたと自称する Turpain 教授は、1880 年代にボルドーで教育を受け、電信局で勤
務した経験を有するたたきあげの人物だった。ボルドー大学で 1891 年に数学学士号を授
けられ、1894 年 11 月からボルドー大学物理学および数学の助手として採用されている。 
 Turpain 教授は、1900 年のフランス政府による Branly 教授に対するレジオンドヌー
ル・シュヴァリエ勲章の授与決定にまっこうから反対した。フランスで無線電信通信を最
初に試みたのは自分であり、Branly 教授ではないと主張し、自らの書下ろし本から Branly
教授の業績をすべて削除し、1917 年に新聞紙上で Branly 教授の実験研究は無線通信と無
関係だとの記事を公表した 3)。 




























2-1-1 フランス語としての amateur（アマチュア） 














 フランスの社会学者、Patrice FLIFHY (2010)によれば、アマチュアは、まず、使用価
値と交換価値を生まない非商品分野、特に、(1)芸術、(2)公益及び(3)知識の 3 分野でその
活動が頻繁に観察されるといい、アマチュアという言葉は「ボランティア」という言葉に





 この Flichy による定義を使えば、1865 年の Maxwell の電磁方程式の提示と光が電磁波
であるとの指摘が前者の理論構築（仮説の提示）にあたり、1885 年から 88 年にかけての
Hertz による最初の電磁波の発見とその後の Popov、Marconi らによる無線電信実用化活
動が、後者のアマチュア的な、コンテキストが明確でより限定的な分野での貢献であると










 Charles Leadbeater と Paul Miller は、2004 年、インターネット上に「The Pro-Am 
Revolution; How enthusiasts are changing our economy and society.」を提示し、プロ層
（Fully-fledged professionals）と愛好家と呼ばれるファン層（Devotees, fans, dabblers 
and spectators）との中間に、Skilled amateurs, Serious committed amateurs 及び
Quasi-professionals という 3 階層が存在するとした 11)。 
















(1) 先行した Marconi社と米国の私設無線局合法化 
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技能基準などを各国が責任を持って確保するための制度を準備することが約束された。こ
れによってようやく船舶間と、船舶と海岸局間の無線電信通信が Marconi 社と非 Marconi
社の間で相互に可能となった。 




数が 1500kHz だけに限定されることとなった 13)。この米国法が英国以外での初めての私




 フランスにおける私設無線局の合法化は、米国に遅れること 5 年、1917 年にようやく
私設傍受局（受信のみの私設無線局）の設置が政令によって認められることとなり、電波
発信についてはさらに遅れて、送受信可能な私設無線局がようやく政令改正によって認め










































 1923 年 11 月には、フランスのニース在住だった 8AB が米国アマチュア無線中継連盟
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3-3 アマチュア無線団体における内部抗争事例 
 たとえば、次の 4 つの記事がアマチュア無線家とそうでない者との対立と、さらに同じ
団体内部における指導者としての地位をめぐる政治的対立を示している。 
 最初の雑誌の記事は無線電信を忍耐強く個人の努力で実現するのがアマチュアで、商売








(1) 「Le journal des Amateurs de T.S.F. de Lyon et du Sud-Est : 1926/8/1」 















  ① 読者に最新の技術と発明を報せる、 
  ② 無線家の間で自由な意見交換を可能にする、 
  ③ ラジオ、部品などの交換情報などの掲載。 
 最後にこのタブロイド紙は「すべての無線家の機関紙」であることを宣言している。つ
まり、特定のアマチュア無線家のための機関紙ではないと宣言している。実際の紙面構成
では、ラジオで放送されるコンサートの案内記事が目立つ。1925 年 6 月号には PTT Lyon
に続いて PTT Marseille が 1925 年 6 月 15 日から開局されるとの記事が見られる。沢山
の広告ページが含まれており、Philips、La Radio Technique、METAL などの大きな広告
頁が目立つ。8 月 17 日号から Radio Programme ページが開始されている。PTT Marseille
局によるパリのコンサート放送の中継放送（Retransmission）などの紹介も始まっており、
ラジオ聴取者向けサービスを第 1 に考えていることがわかる。同年の 12 月号になるとタ




(3) 「Bulletin mensuel de L'Antenne de L'Auvergne：1927/01/01」 
 Bulletin mensuel de L'Antenne de L'Auvergne （オーベルニュ地方アンテナ月刊誌）




(4) 「T.S.F. Moderne： 1925/02」 
 T.S.F. Moderne（近代無線通信誌）は、戦間期にもっとも成功した無線通信大衆誌であ
る。その創刊は第一次大戦前から熱心に私設無線局の合法化をフランス政府に働きかけて
いたグループによって行われた。その主筆が 1925 年 2 月号に次のように合法化された私
設無線局の経緯を紹介し、新しい団体設立をけん制している。 
 「企業及び企業団体の所有する業務用無線局以外に、民間個人局の数は、この原稿を書
いている 1924 年末時点で、すでに 150 に達する。彼らは資金を工面して（moyennant 
Finances）彼らのライセンスを取得した。新しい法規による電波利用権設定によって百万
人の人々が自由にラジオ受信ができるようになった (p.116右欄 l.15-22)。しかし、それ
は Roussel氏が Société Françaiseを代表して、1924年 10月 20日発行の T.S.F. Moderne





かけたのはほかでもない、私、Maisonneuve とその盟友 Pierre CORRET 医師のふたりで
あることをここに明記しておく (p.116 右欄 l.38-p.117 l.5)。」 
 こうしたアマチュア無線団体内部のメンバー間の争いは、1925 年のパリ第 1 回無線通
信および法的問題に関する国際会議（第 1 回国際アマチュア無線会議併催）の開催と同時
に無線電信を自らの手で行うための国際組織として、米国のアマチュア無線中継組織



















 1888 年から 1901 年にかけて 200 冊近くの小冊子が Livre Pour Tous（すべての人々の
ための本）シリーズとして刊行されている。このシリーズにおいて、1900 年頃に刊行され
た新シリーズ第 8 巻に「無線電信」が取り上げられている。 














＜Livre Pour Tous シリーズ第 8 巻「無線電信」から引用＞ 
「Hertz は 1865 年の Maxewell による電気現象（des phénomènes électriques）に関
する（実証）論文を発表し、物理学会の大きな注目を浴びた。電気が空中を伝わるの
は音波と同じ原理であると Hertz も指摘している。 
（つぎに Ruhmkorff の誘導コイルと電磁波発振器の説明（中略）19）） 
1885 年 5 月 24～31 日にかけて Hertz は電磁波の検出器として空隙のある金属環を使
い、電磁波の存在を証明する最初の実験に成功した。1890 年には Branly が、後に彼
自身が名付けた Radioconducteur を発明した。この検波器は感度が高く、ほかの研究
者もこの改良実験に追随した。無線電信は有線電信で使われているモールス符号をそ
のまま使用する。1895 年にロシアの Popoff とイタリアの Marconi が無線電信の実用
化につながる実験を行った。Popoff は 18m の垂直線をアンテナとして使い海上 5km
の通信に成功し、Marconi も同じ垂直系アンテナを使って 23km まで通信距離を伸ば




ェニー）の将校のものが一番早い。1899 年と 1901 年に Ferrié（capitaine du génie）、
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J. Boulanger（chef du bataillon du génie）らがそれぞれ無線電信の理論と実践に関する
論文を軍の内部向け論文として公表している。 
 その後、Marconi が大西洋横断無線通信に成功したとされる 1901 年以降になると、私
設無線局が海岸局と船舶局として次々に設置されることとなった。海上における無線電信
通信の実用化期が始まった。こうした無線電信の実用化の大半は Marconi 社の技術開発に
負うところが大きかったと言われている。Marconi 社は 1903 年ごろまで海上無線電信通
信需要の大半を独占していた。 






 フランスにおける一般読者向けの無線技術解説書としては、Corret 医師(1912)20) と
Duroquier 工兵将校(1913)21) の著作が最初である。技術解説雑誌は L'Avenir de la 



















はなく、軍側の Ferrié 将軍だった。検波器を発明した大学教授 Branly は 1925 年に無線
通信技術の解説書を刊行 23) しているが、彼自身は終生無線通信の実用化には関わらなか
った。 
 このように、Marconi が英国で Marconi 社を設立して無線電信事業を開始したのと同様
に、フランスにおいても、無線電信設備・機器の製造に着手し、1912 年にエッフェル塔か
- 14 - 
 




 フランスにおいては Branly 教授と Ferrié 将軍を人的交流の頂点とする無線通信技術の
最先端情報を共有する社会的ネットワークが構築され 24)、Marconi（英）、Maxim（米）、























1）クールマン, 2014, 「実在の本質 場の量子論は何を語るか」, p.64-73, 日経サイエンス 
2）Poincaré, 1907, « La théorie de Maxwell et les oscillations hertziennes : la télégraphie sans fil 
(3e édition) » 
3）Marconi、Ferrié 将軍などとも親交のあった Branly 教授のアカデミアとしての地位は Turpain
教授のこうした異議申立てにもゆるぎなく、1923 年にはさらに上位のレジオンドヌール・コマン
ドゥールに列記された。 
4）Jacques MARZAC, 2005, Le Procès de l’invention de la T.S.F., L’Affaire Branly, Michel 
Fontaine 
5）Ferrié, Capitaine du génie, 1899, "TÉLÉGRAPHIE SANS FIL PAR ONDES HERTZIENNES 
ÉTUDE THÉORIQUE SOMMAIRE", BERGER-LEVRAULT ET Cie, LTBRAIRES-Editeurs 
6）RICHARD POPP, Ingénieur électricien, 1902, "La Télégraphie sans fil, Expliquée au public",  
Editions de la Revue dorée LIBRAIRIE" 
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7）Henry de Graffigny, 1905, "L'Electricité pour Tous", Paris, E. Bernard, Imprimeur-Editeur 
8）Patrice FLICHY, 2010, Le Sacré de l'amateur, Introduction de la démocratisation des 
compétences, p.11, l.15-18 
9）同、Conclusion, p.91, l.6-8 
10）Jacques MARZAC, 2005, L'affaire Branly; Le procès de l'invention de la TSF, Michel 
Fontaine 
11）Charles Leadbeater, Paul Miller, 2004, Pro-Am Revolution, Demos p.21 
12）Marconi 社は英国において 1896 年設立された。英国とイタリアは Marconi 社を助けた。 
13）Anthony RUDEL, 2008, “Hello, everybody! The Dawn of American Radio”, p.18 l.19-23, 
Harcourt. Inc. 









17）特に T.S.F. Moderne が発行部数も多く、記事内容も充実している。 
18）PERRET-MAISONNEUVE, Membre du Conseil de Direction du Comité international de la 
T.S.F. 
19）Prenons deux sphères métalliques de 30 centimètres de diamètre, ou encore deux plaques de 
métal carrées de 40 centimètres de cote, et relions-les par un fil métallique droit d'un mètre de 
longueur. Supposons qu'une de ces sphères soit chargée les forces séparant ces deux 
électricités cessant subitement d'agir. Les deux électricités se combineront, mais le courant 
ainsi développe se prolongera au-delà de cette combinaison même, et créeront sur les deux 
sphères des charges inverses de celles qu’elles présentaient d'abord; celles-ci provoqueront 
une nouvelle décharge, et ainsi de suite; il se produira de la sorte une série d'oscillations entre 
les deux sphères. 
20）Dr Pierre CORRET, 1912, « Télégraphie sans fil », Maison de la bonne Presse 
21）Franck DUROQUIER, 1913, « La Télégraphie sans Fil pour Tous », E. ORLHAC 
22）彼らは大学教育の外にある実務系大学校で教育を受けていたがそのレベルは大学トップのソル
ボンヌと同等以上と見られ、大学の学者・学生（アカデミア）たちからも一定の評価をえていた。 
23）Edouard Branly, 1925, Télégraphie et téléphonie sans fil, Payot 
24）Jean-Claude Boudenot, 2005, Le procès de l'invention de la T.S.F. L'Affaire Branly Les 
révélations du professeur 
25）Michel Amoudry, 1993, Le général Ferrié et la naissance des transmissions et de la 
radiodiffusion, Presses universitaires de Grenoble 
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